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特集　ごみ分別収集の今特特特集集集　ごごごごごみみみ分分分分分分別別別別別別別別別収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集のののののののののののののの今今

　５日間に渡る選挙戦を終え、今後４年間の町政
の舵取りを担う美幌町長選挙と町民の皆さんの代
表を選ぶ美幌町議会議員選挙が行われました。投
票率は、町長選挙が 73.99％、町議選挙が 73.98％
と４年前の町議選72.20％を若干上回る結果となり
ましたが、前々回の町長町議選挙の81.70％に比べ
ると、７％弱低い結果となりました。
　４月 27日には当選証書授与式が行われ、松本選
挙管理委員会委員長から、３期目の当選を果たし
た土谷耕治町長と新人３名、現職11名の議員に「当
選証書」が渡されました。

平成２７年４月２６日執行

美幌町議会議員選挙結果

候補者氏名 得票数
上杉　あきお
大原　のぼる
はやせ　仁志
なかじま　すみえ
ふるだて　繁夫
はしもと　博之
大江　道男
とざわ　義典
たかはし　秀明
吉住　ひろゆき
おかもと　美代子
いながき　淳一
にいくら　みねお
坂田　美栄子
わたなべ　けんいち
むねかた　くにお

1174
980
956
954
902
852
850
827
753
737
728
718
597
573
513
355

.536

.463

定数１４名　立候補者数１６名

美幌町長選挙結果

まつうら　かずひろ
つちや　耕治

4658
7812

候補者氏名 得票数

％

投　票　率

昭和２２年
昭和２６年
昭和３０年
昭和３４年
昭和３８年
昭和４２年
昭和４６年
昭和５０年
昭和５４年
昭和５８年
昭和６２年
平成３年
平成７年
平成１１年
平成１５年
平成１９年
平成２３年
平成２７年

71
95
89

91
94
95

91
88
85
86

81

73

.62

.38

.34

.96

.18

.12

.96

.99

.40

.24

.70

.99

町  長 町  議

無投票

無投票

無投票

無投票

無投票

無投票

83
95
89
89
87
89
91
94
95
89
91
88
85
86
80
81
72
73

.98

.37

.34

.31

.13

.90

.94

.18

.07

.83

.96

.99

.39

.23

.47

.70

.20

.98

％

町長・議会議員選挙投票率の推移
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選挙後の初議会で行われた土谷町長の所信表明（全文）

町長就任のごあいさつ

　

平
成
27
年
第
２
回
美
幌
町
議
会
臨
時
会

の
開
会
に
当
た
り
、
３
期
目
の
町
政
運
営

に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

私
は
、
去
る
４
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
美
幌
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
引
き

続
き
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

  

２
万
１
千
人
町
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
期

待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
２
期
８
年
間

の
経
験
を
力
に
、
ま
た
、
新
た
な
決
意
と

信
念
を
持
っ
て
、
町
長
の
責
務
を
担
っ
て

い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
期
目

の
就
任
が
４
年
前
の
３
月
11
日
に
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

の
発
生
直
後
と
い
う
時
期
で
、
日
本
は
大

混
乱
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
４
年
経
っ
た
今
で
も
復
興

は
道
半
ば
に
あ
り
、
本
町
か
ら
の
職
員
派

遣
も
４
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
厳
し
い
状
況
で
、

息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
情
勢
は
、
経
済
に
関
し
歴
史
的
な

円
高
が
続
き
低
迷
す
る
中
、
平
成
24
年
12

月
に
安
倍
新
政
権
が
発
足
し
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
３
本
の
矢
」
は
前
政
権
の
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
は
全
く
対
照
的

な
政
策
を
打
ち
出
し
、
そ
の
後
は
、
円
安
・

株
高
が
急
速
に
進
み
、
活
気
が
見
え
始
め

た
一
方
で
、
現
在
は
、
円
安
に
伴
う
価
格

の
高
騰
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
、
先
行
き
に
対

し
て
様
々
な
不
安
感
に
包
ま
れ
て
い
る
状

況
の
中
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
少
子
高
齢
化
に
対
し
、
国
は

人
口
減
少
対
策
と
地
方
の
再
生
を
図
る
た

め
地
方
創
生
関
連
法
を
整
備
し
、
地
方
に

お
い
て
も
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
今
、
人
口
減
少
対
策
を
始
め
と

し
て
、
経
済
再
生
、
震
災
復
興
、
社
会
保

障
改
革
、
教
育
再
生
、
地
方
創
生
、
外
交
・

安
全
保
障
の
立
て
直
し
な
ど
、
大
改
革
を

行
う
時
期
に
あ
り
ま
す
。

　

美
幌
町
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
民
間
移

譲
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
緑
の
苑
」

が
移
転
改
築
し
新
型
特
養
の
運
営
が
ス

美幌町自治基本条例に基づく「宣誓書」
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タ
ー
ト
し
、
住
民
の
生
命
を
守
る
施
策
で

は
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
消
防
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
整
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

文
化
振
興
で
は
、住
民
待
望
の「
び
ほ
ー

る
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

で
は
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
４
人
も
の
本
町
出
身
の
選
手
が

出
場
し
、
町
民
に
感
動
と
夢
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
改
革
で
は
、
９
名
の
常
勤
医

師
確
保
を
は
じ
め
、
信
頼
さ
れ
る
医
療
提

供
体
制
の
改
革
に
着
手
い
た
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
で
は
、
過
疎
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
本
町
が
地
域
指
定
さ
れ
、
有
利
な

財
源
の
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
更

に
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
経
過
措
置
が
満
了

時
期
を
迎
え
て
い
た
、
不
採
算
地
区
病
院

に
係
る
特
別
交
付
税
措
置
が
恒
久
的
な
措

置
に
制
度
改
正
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
全
体
が
変
革
期
に
あ
っ
て
、
極
め
て

厳
し
い
自
治
体
運
営
を
強
い
ら
れ
る
中
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
懸
案
事

業
を
着
実
に
推
進
し
て
き
た
と
受
け
止
め

て
お
り
、
将
来
へ
の
手
応
え
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
流
れ
を
止

め
て
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
出
来
な
い

も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
、
地
域
主

権
そ
し
て
地
方
創
生
と
地
方
の
取
り
組
み

に
期
待
を
高
め
、
地
方
に
と
っ
て
も
新
た

な
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

美
幌
町
の
将
来
を
見
据
え
る
と
、
人
口

推
計
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ま

ま
で
は
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
傾
向
が
進

む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

我
が
町
に
は
多
く
の
優
れ
た
人
材
と
豊
か

な
自
然
、豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
資
源
を
守
る
一
方
で
、
更

な
る
利
活
用
を
図
り
、
人
材
の
結
集
と
総

合
的
な
地
域
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
企
業
を
生
み
出
し
、
雇
用
の

創
出
を
図
る
な
ど
、
将
来
に
亘
っ
て
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
町
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
に
住
み
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
、
長
生
き
を
楽
し
め

将
来
に
希
望
や
夢
の
灯
り
が
と
も
り､｢

小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
夢
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
10
の
基
本
目
標

と
40
の
主
な
事
業
を
掲
げ
、
任
期
中
に
実

現
を
図
る
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
約

束
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

【
基
本
目
標
】

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
、農
業・林
業・酪
農
・

　
畜
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

②
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
子
育
て
支
援
、

　
若
者
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
地
域
医
療
、
保
健
、
介
護
、
福
祉
の
確

　
保
を
図
り
ま
す
。

④
特
産
品
の
開
発
、ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、

　
観
光
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
公
共
施
設
、事
業
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⑥
中
心
市
街
地
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
　

　
す
。

⑦
災
害
、
減
災
、
安
心
安
全
対
策
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

⑧
自
衛
隊
駐
屯
部
隊
の
充
実
整
備
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

⑨
広
域
行
政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑩
高
規
格
道
路
、
基
幹
道
路
整
備
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
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今
、
と
点
き
べ
す
省
反
の
間
年
８
期
２

　

覚
自
て
め
改
を
標
目
す
指
目
の
間
年
４
後

さ
皆
の
員
議
会
議
、
ん
さ
皆
の
民
町
、
し

添
力
お
、
導
指
ご
の
位
各
係
関
め
始
を
ん

年
４
と
算
予
た
れ
ら
限
、
き
だ
た
い
を
え

願
の
ん
さ
皆
の
民
町
、
で
中
の
期
任
の
間

に
私
が
の
く
い
て
し
に
ち
た
か
を
夢
と
い

り
お
て
え
考
と
る
あ
で
命
使
た
れ
ら
え
与

。
す
ま

の
民
町
、
し
ま
澄
を
耳
も
に
声
な
さ
小

　

多
、
い
合
し
話
、
い
合
い
か
向
と
ん
さ
皆

ス
に
本
基
を
と
こ
る
す
集
結
を
力
の
く

　

上
る
め
進
を
政
町
の
ら
か
れ
こ
、
上
以

　

た
し
ま
げ
上
し
申
を
端
一
の
信
所
の
で

、
は
と
る
き
で
に
夕
一
朝
一
が
て
べ
す、
が

礎
基
、
で
近
身
番
一
に
ん
さ
皆
の
民
町

　

の
政
財
全
健
、
は
町
る
あ
で
体
治
自
な
的

、
い
な
の
れ
切
途
、
り
お
て
し
と
命
使
を

。
す
ま
り
あ
で
事
仕
い
長
の
息

み
く
お
を
悟
覚
と
意
決
の
私
、
か
う
ど

　

民
町
に
び
並
位
各
員
議
、
き
だ
た
い
り
と

町
の
後
今
、
は
て
し
ま
れ
か
お
に
様
皆
の

、
導
指
ご
の
層
一
て
し
ま
し
対
に
営
運
政

心
、
う
よ
す
ま
り
賜
を
力
協
ご
、
解
理
ご

所
の
私
、
て
し
ま
げ
上
し
申
い
願
お
ら
か

。
す
ま
し
た
い
と
明
表
信

す
ま
し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ









…

…
…
…

…

日　　時

場　　所

内　　容



■公開（２３）
■非公開（６）
■未実施（８）
■公開 ・一部
　非公開（１）

60.5%
15.8%

21.1%

2.6%





Hobby &
Culture

Event



☎

※※

Consult



Contri
bution



15 〈役場　☎73-1111〉

５月５日

５月10日

野球シーズン到来

４月29日 消防チビッ子大会 みどりの村

　今年も野球シーズンの到来を告げる「開幕式」が開催
されました。チーム名が書かれたプラカードに続いてそ
ろいのユニホームを着た選手たちがグラウンドに入場し
た後、美高Ｓクラブの鈴木主将が、選手を代表して選手
宣誓。待ちに待った野球シーズンが始まりました。
　今年度は、少年野球２チームを含め、１８チームが美
幌町野球連盟に登録しています。
　

　好天に恵まれ、多くの子どもたちで賑わった「消防チビッ
子大会」。今回で３７回目を迎え、消火器や本格的なホース
を使っての放水体験、煙体験ハウス、消防の制服を着用して
の記念撮影など消防ならではのイベントの他にも、スマート
ボールやフワフワぞうさん、もちつきなど子どもたちが大好
きなイベントが盛りだくさんです。今年は、初お目見えとなっ
た高所作業車が大人気！イベントの最後には、高所作業車の
バケットが空に向かって伸びる姿も披露され、会場を盛り上
げました。

高所作業車が大人気

５月９日

大人気！野菜の苗に長蛇の列
美高ショップ「白樺坂」

　今年度も美高ショップ「白樺坂」がオープンしました。小雨
が降るあいにくの天候でしたが、野菜の苗を販売するビニー
ルハウスの周りには、今年も長蛇の列ができる人気ぶりでし
た。野菜や加工品を販売するショップも人気で、来場者は数
量限定のお目当ての商品を手に入れようと、開店前から並ん
でいました。
　今年度の美高ショップは、あと９回開催されます。日程は、
広報びほろ５月号をご覧いただくか、美幌高校
(TEL73-4136) にお問い合わせください。

桜＆みどりの村キャンプ場へＧＯ!!

野球連盟「開幕式」

　５月１日オープンしたみどりの村キャンプ場。満開の
桜に彩られたキャンプ場には、早速、桜見物を楽しむ方
の姿もありました。
　毎年、こどもの日に開催される「みどりの村キャンプ場
へＧＯ」と博物館の無料開放。買い物袋製凧やジャンボ
シャボン玉、風船プールなどで遊ぶ子どもたちの声が響
き渡る会場は、多くの家族連れで賑わいました。春は桜、
夏はキャンプ、秋は栗拾いなど季節ごとに様々な楽しみ
方があるみどりの村。自分なりの楽しみ方を見つけてみ
てはいかがでしょうか？
　



６月４日～10日は

の健康週間です
歯と口

日本歯科医師会ＰＲキャラクター



fax

けんしんであんしん！けんしんであんしん！けんしんであんしん！

×





　

♥
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トレーニングセンター大研修室
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あさひ体育センター
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～

～







～

fax☎

※次回は、７月中旬の予定です。詳細は、広報７月号でお知らせいたします。
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～
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～
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～ ～
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